
２. 委員会関連 

(1) 第１回委員会 

① 議事要旨 
○大阪湾ベイエリアが果たす役割と将来像や活性化を推進するために必要な施策につ

いて 
・ 大阪湾ベイエリアの更なる活性化の検討にあたり、関西の元気を牽引する最先端家

電産業の立地（ パネルベイ）に継ぐ次の牽引産業の育成も見据えつつ、関西一円さ

らには他圏域との連携を含む広域的な視点からの検討が必要である。 
・ 大阪湾ベイエリアの活性化のため、単なる製造だけでなく、製造と R & D の連携や

明確なクラスター戦略、更にはシームレスな輸送システムの構築等について自治体

間の強力な連携により推進していくことが重要である。 
・ 関西空港の深夜便や阪神港のスーパー中枢港湾等、大阪湾ベイエリアの様々な取組

や動向等をより強く全国的に情報発信していくことが重要。交通インフラの不足や

規制緩和等、活性化を阻む要因を分析し、それらを徹底的に解消していく取組が必

要である。 
・ 例えば、関西が優位性を有するエレクトロニクス産業を活用して、自動車産業の高度

化を進めるなどの産業間や地域間のコンバージェンス（融合）が重要である。 
・ 優秀な人材の域外流出をくい止め関西に定着させる方策や労働力の確保方策を産学

官が連携して進めることが重要であり、検討の視点の１ つとすべき。そのためには、

「ポストドクター」等に対する適正な人材の評価等に配慮すべき。 
・ 当委員会での検討は、集中的・緊急的に実施すべき短期的施策と中長期的施策の両

方について検討していくべきである。 
・ コンテナの出入貨物量におけるアンバランスの解消等、阪神港全体として効率的・一

体的な物流システムを構築するための取組が必要である。 
・ 大阪湾ベイエリアの活力を支えてきた既存産業の高度化等にも配慮した活性化方策

が重要である。 
・ 内航海運や鉄道等の国内輸送の効率化が重要である。 
・ 既存産業や建築物のクリーンエネルギー化等が、低炭素社会に貢献するという視点が

必要であり、これらを支援するインセンティブ措置の導入等が必要である。 
・ 関西全体のイノベーションのために、常に必要な土地・空間が提供されるような工夫

をしていくことが重要である。 
・ 他地域のインフラ整備の状況等も踏まえて議論を進めていくべきである。 
 
 
○モデル地区の選定について 
・ モデル地区での取組として、６ 地区（ 大阪港夢洲埋立地、大阪木材コンビナート、

尼崎フェニックス用地、神戸港ＰＩ２ 期地区、堺泉北港周辺、和歌山県紀ノ川流域

地域） において、ベイエリアの更なる活性化に資する検討を進めることが確認され

た。 
・ モデル地区の検討は、自治体間の連携に留意して進めるべきである。 
 
○アンケートについて 
・ 臨海部と内陸部との連携が重要であり、内陸部への立地意向も含めて分析できるアン

ケート票とすべき。 
・ アンケート対象に物流業や大学等を含めるべき。 
 
○検討スケジュール及びアウトプットについて 
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・ 今後年度内に２回（１月２２日、３月４日）の委員会を開催し、大阪湾ベイエリア

の活性化に向けた提言・実現に向けた取組方針をとりまとめることが了承された。 
 

以 上 
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